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 2019 年 12 月 1
つい

日
たち

（日
にち

） 

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

尼 崎
あまがさき

市
し

で 11 月 30 日、「中国残留日本
に ほ ん

人
じん

への理
り

解
かい

を深
ふか

める集
つど

い」が開
ひら

かれ、中国に残留し

た 弟
おとうと

を探
さが

し続
つづ

けて再
さい

会
かい

を果
は

たした田
た

中
なか

義
よし

裕
ひろ

さん

(87)が体
たい

験
けん

を語
かた

った。田中さんは 1943 年、 両
りょう

親
しん

と 兄
きょう

弟
だい

の計
けい

7人
にん

で開
かい

拓
たく

団
だん

に加
くわ

わり、旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

に渡
わた

った。父
ちち

が亡
な

くなり、終
しゅう

戦
せん

後
ご

、母
はは

は 幼
おさな

かった 弟
おとうと

2 人
ふたり

を現
げん

地
ち

の中国人に預
あず

けたのだという。田中さん

は「当
とう

時
じ

はそうするしかなかった。悲
ひ

惨
さん

だった」と

振
ふ

り返
かえ

った。 

 

12 月 11 日（水
すい

） 

 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

は、中国残留邦人
ほうじん

２
に

名
めい

の 集
しゅう

団
だん

一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

 (一
いっ

行
こう

４
よん

名
めい

：残留邦人２名、介
かい

護
ご

人
にん

２名)の日
にっ

程
てい

が、12 月 12 日(木
もく

)から 12 月 24 日 (火
か

)までの

13日
にち

間
かん

になったと発
はっ

表
ぴょう

した。公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

中国

残留孤
こ

児
じ

援
えん

護
ご

基
き

金
きん

に委
い

託
たく

して 行
おこな

う。日本
に ほ ん

滞
たい

在
ざい

中
ちゅう

は、肉
にく

親
しん

や知
ち

人
じん

との再会
さいかい

、墓
ぼ

参
さん

のほか、東
とう

京
きょう

近
きん

郊
こう

見
けん

学
がく

などを行う。 

 

12 月 22 日（日） 

 これまでに中国帰国者ら200人近
ちか

くのイ
い

ン
ん

タ
た

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

を続
つづ

けてきた埼
さい

玉
たま

県
けん

川
かわ

越
ごえ

市
し

の元
もと

短
たん

大
だい

講
こう

師
し

・藤
ふじ

沼
ぬま

敏
とし

子
こ

さんが、このほど 証
しょう

言
げん

集
しゅう

『不
ふ

条
じょう

理
り

を生
い

き抜
ぬ

いて──34 人の中国残留婦
ふ

人
じん

たち』を 出
しゅっ

版
ぱん

した。

本
ほん

人
にん

たちの語りをほぼそのまま記
しる

し、貴
き

重
ちょう

な口
こう

述
じゅつ

の歴
れき

史
し

資
し

料
りょう

となっている。 

 

2020 年 1 月 3
みっ

日
か

（金
きん

） 

 1 月 3 日付
づけ

『朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

』に、中国在
ざい

住
じゅう

の日本人

 

（2019年
ねん

12月
がつ

1 日
ついたち

～2020 年 5 月 31日
にち

）  

～ 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

・ 中
ちゅう

国
ごく

（サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

）帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

～ 
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残留孤児・渡
わた

部
なべ

宏
こう

一
いち

さん(84)のインタビュー記事が

掲
けい

載
さい

された。渡部さんは山
やま

形
がた

県
けん

で生
う

まれ、5歳
さい

の時
とき

に家
か

族
ぞく

と共
とも

に 旧 満 州
きゅうまんしゅう

へ渡
わた

ったのち、戦
せん

争
そう

の混
こん

乱
らん

で日本人残留孤児となった。今
いま

も「王
おう

林
りん

起
き

」として

養
よう

母
ぼ

と北
ぺ

京
きん

で暮
く

らしており、二
ふた

つの祖
そ

国
こく

の 間
あいだ

で揺
ゆ

れ続
つづ

けた人
じん

生
せい

を振り返っている。（ 注
ちゅう

：渡部宏一さ

んは自
じ

伝
でん

「我在中国 75 年（ 私
わたし

の中国での 75 年）」

を中国で 出
しゅっ

版
ぱん

している。） 

 

2 月9 日
ここのか

（日）          

北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市
し

で 2 月 9 日、中国帰国者支
し

援
えん

のため

のボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

研
けん

修
しゅう

会
かい

「まなびや」～中国帰国者

の歴
れき

史
し

、今
いま

、これからを 考
かんが

える～が開
かい

催
さい

された。

九 州
きゅうしゅう

中国帰国者支援・交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の主
しゅ

催
さい

によ

るもので、会
かい

では中国残留邦人が生
う

まれた背
はい

景
けい

や、

中国帰国者の現
げん

状
じょう

についての講
こう

演
えん

や、「中国残留邦

人等の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」に

よる講
こう

話
わ

が行われた。講話は、帰国者２
に

世
せい

である語

り部が、残留孤児である母の体験を語った。 

 

2 月 13 日（木） 

 ド
ど

キ
き

ュ
ゅ

メ
め

ン
ん

タ
た

リ
り

ー
ー

映
えい

画
が

『日本人の忘
わす

れもの フ
ふ

ィ
ぃ

リ
り

ピ
ぴ

ン
ん

と中国の残留邦人』の完
かん

成
せい

披
ひ

露
ろう

試
し

写
しゃ

会
かい

が 2 月

13 日夜
よる

、参
さん

議
ぎ

院
いん

会
かい

館
かん

講
こう

堂
どう

で開
ひら

かれた。フィリピン

残留日本人と中国残留邦人それぞれの歴
れき

史
し

的
てき

背
はい

景
けい

や、国
こく

籍
せき

回
かい

復
ふく

への道
みち

を描
えが

き、現
げん

状
じょう

の問
もん

題
だい

を浮
う

き彫
ぼ

りにした作
さく

品
ひん

。全
ぜん

国
こく

で 順
じゅん

次
じ

公
こう

開
かい

予
よ

定
てい

。 

 

4 月6 日
むいか

（月
げつ

） 

 高
こう

知
ち

市
し

に、終戦後
しゅうせんご

に中国の旧満洲に取
と

り残
のこ

され、

後
のち

に日本に戻
もど

った中国残留邦人やその家
か

族
ぞく

の憩
いこ

いの

場
ば

となっている通
つう

所
しょ

介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

があると『毎日
まいにち

新聞』

で紹介された。2006 年に開
かい

所
しょ

した「やまもも」だ。

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

40 人のうち、70～90代
だい

の 8人
にん

が中国残留邦

人やその配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

。 職
しょく

員
いん

が 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を練
れん

習
しゅう

するな

どして受
う

け入
い

れ態
たい

勢
せい

を 整
ととの

え、一
いっ

般
ぱん

利
り

用
よう

者
しゃ

と分
わ

け隔
へだ
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てなく過
す

ごせる空
くう

間
かん

が好
こう

評
ひょう

という。 

 

４月８日
よ う か

（水） 

 日本サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

協
きょう

会
かい

発
はっ

行
こう

の『チ
ち

ャ
ゃ

イ
い

カ
か

』

によれば、今
こん

年
ねん

度
ど

のサハリンおよび大
たい

陸
りく

からの 集 団
しゅうだん

一時
い ち じ

帰国
き こ く

の日程
にってい

が、新型
しんがた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の影
えい

響
きょう

により変
へん

更
こう

された。変更後
ご

の日程は８月

17 日～27 日、９月 28 日～10 月 8 日となったが、

感染拡
かく

大
だい

が続
つづ

けば、予
よ

定
てい

はさらに変
へん

更
こう

される可
か

能
のう

性
せい

があるという。（注：例
れい

年
ねん

5 月に行われていた。） 

 

5 月 13 日（水） 

 『毎日新聞』は、兵庫県尼崎市の中国残留邦人向
む

け通所介護施設「三
さん

和
わ

之
の

家
いえ

」が、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で苦
く

境
きょう

に 陥
おちい

っていると伝
つた

えた。 

 「三和之家」は田
た

山
やま

華
はな

栄
え

さん(61)が今
こ

年
とし

１月に開
かい

設
せつ

したばかりで、前
ぜん

年
ねん

の売
う

り上
あ

げが要
よう

件
けん

となる国
くに

の持
じ

続
ぞく

化
か

給
きゅう

付
ふ

金
きん

は対
たい

象
しょう

外
がい

だ。残留邦人の老
ろう

々
ろう

介
かい

護
ご

や

一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしの様
よう

子
す

を見
み

てきた田山さんは、「共
とも

に生
い

きる施
し

設
せつ

は絶
ぜっ

対
たい

に必
ひつ

要
よう

」と運
うん

営
えい

資
し

金
きん

の確
かく

保
ほ

に奔
ほん

走
そう

しているという。 

 

 

 

 

 
  

◆

◆ご 注
ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

された内容
ないよう

を中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したが

って、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

には

報道
ほうどう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

まれています。 


